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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

公
開
期
間　

４
月
末
日
ま
で

視
聴
方
法　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、「
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協

会
」
を
検
索
。
協
会
ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

※
視
聴
の
際
は
３
月
25
日
頃
お
届
け
し
た
『
改
定
の
要
点
と

解
説
』
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い

診
療
報
酬
改
定
新
点
数
解
説

Ｗ
Ｅ
Ｂ
動
画
配
信
の
ご
案
内

日
時　

５
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

←

日
時　

未
定

【
延
期
】
新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

５
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
　
　

←

日
時　

未
定

【
延
期
】 

５
月
度
生
涯
研
修
講
座
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
と
し
て
の
口
腔
機
能
管
理
」（
仮
題
）

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

【
中
止
】 

北
河
内
地
区
講
習
会
「
小
児
の
口
腔
機
能

発
達
不
全
症
」（
仮
）

日
時　

５
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
半
〜
午
後
０
時
半

【
中
止
】 

市
民
講
座
「
飲
み
込
む
力
〜
今
か
ら
は
じ

め
る
『
の
ど
』
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

法
律　

５
月
11
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

５
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

５
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

ラ
ジ
オ
出
演
す
る
江

原
氏
（
右
）

講
習
会
の
延
期
・
中
止
の
お
知
ら
せ

　

５
月
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
左
記
講
習
会
・
評
議
員
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
・
延
期
し
ま

す
。

　

保
険
医
協
会
の
休
業
保
障

制
度
は
「
共
済
」
事
業
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。
共
済

と
は
「
相
互
に
助
け
合
う
」

と
い
う
意
味
で
、
誰
か
一
人

が
困
っ
た
と
き
に
は
他
の
加

入
者
全
員
で
助
け
る
仕
組
み

で
す
。
営
利
目
的
で
は
な
い

た
め
、
掛
金
（
保
険
料
）
や

給
付
内
容
は
加
入
者
の
福
利

が
手
厚
く
な
る
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
年
齢
が
上
が
れ
ば

健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た

め
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
毎

年
保
険
料
が
上
が
る
保
険
商

品
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
休
保
の
掛
金
は
加

入
日
現
在
の
年
齢
で
決
ま
り

ま
す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
金

額
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
休
保

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
も

新
型
コ
ロ
ナ
も

給
付
対
象

給
付
対
象

　

休
業
し
た
加
入
者
の
不
安

に
寄
り
添
う
、
充
実
し
た
給

付
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
院
だ
け
で
な
く
自
宅
療
養

で
も
給
付
さ
れ
、
最
長
７
３

０
日
間
も
給
付
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
本
人
が
休
ん
で
い
れ

ば
代
診
を
置
い
て
も
給
付
額

は
削
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

一
般
の
保
険
商
品
は
、
休

業
前
所
得
に
左
右
さ
れ
る
う

え
同
一
傷
病
の
場
合
は
給
付

さ
れ
な
か
っ
た
り
、
精
神
疾

患
は
対
象
外
の
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
休
保
は
ど
ち
ら
も

給
付
対
象
で
１
日
当
た
り
の

定
額
給
付
で
す
。
制
度
脱
退

時
に
は
脱
退
給
付
金
が
給
付

さ
れ
る
た
め
、
掛
け
捨
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
方
を
不
安
に
さ
せ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
つ
い
て
も
、
第
３

者
の
医
師
が
診
断
し
、
休
業

を
必
要
と
認
め
た
場
合
は
給

付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

休
保
は
、
一
人
の
開
業
医

が
病
気
で
長
期
休
業
し
、
生

活
保
護
の
受
給
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

１
９
７
０
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
医
院
経
営
や
生
活
を

心
配
す
る
こ
と
な
く
、
安
心

し
て
療
養
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
―
―
。
休
保
に
は
そ
う

し
た
諸
先
輩
方
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
加

入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

 

（
お
わ
り
）

助
け
合
い
で
50
年

㊦力魅
共済制度の
段野部長に聞く

休業保障 編

加
入
時
の
ま
ま

加
入
時
の
ま
ま

変
わ
ら
な
い
掛
金

変
わ
ら
な
い
掛
金

はじまりは大阪
にあり！ 井上 理津子

第八回  サクラクレパス

描画材料の大革命
自由画で人気沸騰

　

ク
レ
ヨ
ン
の
「
ク
レ
」
と

パ
ス
テ
ル
の
「
パ
ス
」
を
と

っ
て
「
ク
レ
パ
ス
」。
誰
も

が
子
ど
も
の
頃
手
に
し
た
ク

レ
パ
ス
は
、
１
９
２
５
年

（
大
正
14
）、
大
阪
の
「
桜

ク
レ
ィ
ヨ
ン
商
会
」（
現
在

の
株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ

ス
＝
大
阪
市
中
央
区
）
で
生

ま
れ
た
。

　

ク
レ
ヨ
ン
は
顔
料
を
蝋
で

固
め
た
も
の
。
ク
レ
パ
ス
は

蝋
に
油
脂
を
加
え
て
顔
料
を

練
り
合
わ
せ
た
も
の
だ
。
ク

レ
ヨ
ン
は
、
画
面
へ
の
定
着

性
の
良
さ
と
鮮
や
か
な
色
合

い
が
素
晴
ら
し
い
が
、
重
ね

塗
り
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を

補
っ
て
、
子
ど
も
達
が
の
び

の
び
と
描
け
る
新
し
い
描
画

材
料
を
と
研
究
を
進
め
る
中

で
、
軟
ら
か
く
て
混
色
が
自

在
な
パ
ス
テ
ル
が
浮
上
し
、

「
ク
レ
ヨ
ン
と
パ
ス
テ
ル
の

長
所
を
兼
ね
備
え
た
も
の

を
」
と
の
発
想
か
ら
開
発
さ

れ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
は
、
大
正
時
代
の

学
校
教
育
が
大
き
く
関
与
し

て
い
る
。
大
正
初
期
の
小
学

校
の
図
画
は
、
鉛
筆
で
手
本

の
絵
を
真
似
る
「
臨
画
」
の

手
法
だ
っ
た
。
そ
れ
に
異
を

唱
え
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

う
会
社
を
つ
く
り
、

ク
レ
ヨ
ン
製
造
を
始

め
る
。
し
か
し
、
売

遊
学
か
ら
帰
国
し
た
山
本
鼎

画
伯
。「
自
由
画
教
育
運

動
」
を
始
め
た
。
同
じ
頃
、

り
込
め
ど
売
り
込
め
ど
東
京

の
問
屋
が
扱
っ
て
く
れ
ず
、

扱
っ
て
く
れ
た
の
は
、
大
阪

の
問
屋
・
澤
井
商
店
だ
け
。

　

そ
の
澤
井
商
店
が
、
便
宜

を
計
っ
て
く
れ
て
、
関
東
大

震
災
後
に
桜
ク
レ
ィ
ヨ
ン
商

会
は
大
阪
に
移
転
し
た
。
先

述
し
た
と
お
り
、
い
わ
ば

「
次
世
代
の
ク
レ
ヨ
ン
」
と

し
て
ク
レ
パ
ス
が
そ
の
後
に

大
阪
で
研
究
開
発
さ
れ
た
の

だ
。
折
し
も
、
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
迎
え
た
年
。「
描
画
材
料

の
大
革
命
だ
」
と
受
け
入
れ

ら
れ
、
人
気
沸
騰
。
時
の
子

ど
も
達
に
、
自
由
に
絵
を
描

く
楽
し
み
を
増
幅
さ
せ
た
。

　

当
初
は
、
夏
に
軟
ら
か

く
、
冬
に
硬
く
な
る
と
い
う

欠
点
が
あ
っ
た
が
、
い
ち
早

く
改
良
さ
れ
、
１
９
２
８
年

（
昭
和
３
）
に
は
、
追
随
す

る
他
社
製
品
と
差
別
化
を
図

ろ
う
と
「
ほ
ん
と
の
ク
レ
パ

ス
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ

る
。
ケ
ー
ス
に
「
日
本
で
作

ら
れ
た
、
外
国
に
は
な
い
絵

の
具
の
一
種
で
…
」
と
説
明

書
き
さ
れ
た
。

井
上
理
津
子
（
い
の
う
え
り

つ
こ
）
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ラ
イ
タ
ー
。
著
書
に
、
こ
の

連
載
の
元
で
あ
る
『
新
版
は

じ
ま
り
は
大
阪
に
あ
り
！
』

の
ほ
か
、『
大
阪
下
町
酒
場

列
伝
』、『
さ
い
ご
の
色
街
飛

田
』、『
葬
送
の
仕
事
師
た

ち
』、『
い
ま
ど
き
の
納
骨

堂
』
な
ど
が
あ
る
。
故
・
大

内
弘
（
淀
川
区
開
業
）
の
長

女
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
ク
レ
ヨ
ン
が

輸
入
さ
れ
、
東
京
の
私
立
学

校
で
「
自
由
画
」
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　

熱
心
だ
っ
た
の
が
成
城
学

園
の
英
語
教
師
、
佐
武
林

蔵
。
そ
の
佐
武
が
１
９
２
１

年
（
大
正
10
）、「
日
本
ク
レ

ィ
ヨ
ン
商
会
」（
後
の
「
桜

ク
レ
ィ
ヨ
ン
商
会
」）
と
い

　

ラ
ジ
オ
関
西
が
10
日
に
放

送
し
た
「
寺
谷
一
紀
の
『
ま

い
ど
！
ま
い
ど
！
』」
の
コ

ー
ナ
ー
「
医
療
ど
ぉ
〜
ナ

ル
」
に
江
原
豊
理
事
が
出
演

し
、
金
パ
ラ
の
「
逆
ザ
ヤ
」

問
題
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

歯
科
用
金
属
材
料
価
格
が
高

騰
し
、
赤
字
に
な
っ
て
い
る

問
題
を
紹
介
。
歯
科
医
院
の

窮
状
改
善
を
訴
え
た
。

　

番
組
は
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ

　

医
学
書
の
総
合
出
版
社
の

「
医
歯
薬
出
版
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
論

文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無
償

公
開
し
て
い
る
。
歯
科
で
は

『
補
綴
臨
床
』
５
月
号
の
特

集
「
歯
科
医
院
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
」
を
先
行
公
開
。
医
院

に
お
け
る
感
染
対
策
の
手
順

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
公

開
は
６
月
末
ま
で
を
予
定
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
同
社
は

「
感
染
防
止
に
微
力
な
が
ら

寄
与
で
き
る
よ
う
無
償
公
開

し
て
い
る
。
現
場
で
奮
闘
さ

れ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
皆

様
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

て
い
る
。
視
聴
方

法
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
「
医
療

ど
ぉ
〜
ナ
ル
」
を

検
索
。
過
去
放
送

分
で
は
、
子
ど
も

の
口
腔
崩
壊
や
歯

科
医
療
の
最
新
動

向
な
ど
を
解
説
し

て
い
る
。

金パラ

新
型
コ
ロ
ナ

論
文
を
無
償
公
開

江
原
理
事
が
ラ
ジ
オ
出
演

「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
を
解
説

上：1931年（昭和６）当時の
クレパス
下：クレパス製造機械の第１
号機


